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論 文 内 容 の 要 旨
第1章Introduction
本博 士論 文の 目的は、 これ まで焦点要素の右方転移 を伴 うと考え られて きた英語にお ける焦点化構
文に対 し・ 二重左 方移動分析を提唱 し、この分析の妥 当性を論証す ることにある.具 体的 には、これ
まで右 方転移 を伴 うと考 えられてきた焦点化構文は、すべて焦点要素の焦点化移動 とそれ を もとも と
含んでいた要素の残余移 動 とい う2種類の異なった左方移動操作 によ り派生 され る構文であると提案
す る・ さらに・英語の焦点化構 文に対 し提案する二重左方移動 分析 を、英譜 と日本語にお ける焦点化
現象に属す る分裂文(CleftSentences}にも拡張 し、本論文が提案す る左方移動分析によ り現在の生成
文法理論の枠組みである ミニマ リス ト・プログラム(MinimalistProgram)に合致 した形で、焦点化構
文を捉 えることができ、また、英語 と日本語の焦点化構文に も単純かつ合理的 な説 明を与えることが
できることを示 してい く。
本章では・本論文の理論的枠組みである生成文法理論 に関 しての研究動向を概観す る。特 に、 自然
言語に見 られ る移動現象が、現在の ミニマ リス ト・プ ログラムにおいて、どの よ うに扱 われているの
かを概観 してい くnさ らに・本論文にお いて重要な役割 を果たすKayne(1994)の提案す る反対称統語
論(A皿tisy皿metricSyntax)やRizzi(1997)の分離CP仮 説(SplitCPHypothesis)を導入する。これに加
え・本論文にお いて取 り扱 うことになる英語における焦点化構 文に関 しても、その特性 を概観 してい
く.
第2章Hear71V7'SmeasaCombina、tionofTbpic-a皿dFocus-Tbpicalizations
第2章 では ・英 語 にお け 礁 点fヒ現 象に属す る軌 詞句 転樹 敵(HeaWNPSh凪C。n、t .。u,ti。n,)
と焦点 の 話題 化構 文(Focus・Topicaljzat-ionConstructions)を考 察 してい く.両 構 文 に関す る従 来の 分
析 で は・ 重名詞 句 転 移 構 文 は 、焦点 化 名詞句 が右方転 移 を受 け る こ とに より派 生 され る と分 析 され て
い ろ・ 一'方・ 焦点 の話題 化 構 文は 、焦 点 要素 が左方 移動 を受 け派 生 され る構 文で あ る と分析 され て い
るM輪 文で は ・ 両構 文に 見 られ る様 々な類似 点を指 摘 し、両構 文1二現れ る焦 腰 素 が同 の 統 語構
造 上 の 位置 を 占め る と提 案す るL、両構 文に見 られ る焦点 要素 の類 似点 と しては 、1両構 文にお いて移 動
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を受ける要素は文の新情報を示す」 とい う情報構造上の類似点、「移動 を受 ける要素が強勢を受 ける」
とい う音韻上 の類似点、 「両構文の焦点要素は、総記性の含意を示 さない」 とい う意味的類似点、 「移
動 を受 ける要素はWh移 動 と同 じA移 動の性質 を示す」とい う統語的類似 点が挙げ られ る。このよう
な類似点を もとに、本論文では、重名詞句転移構文に対 し、焦点名詞句 が右方転移 を受 けてい るとす
る従来の分析 とは異な り、重名詞句転移構文における焦点名詞句は、焦点の話題化構文 における焦点
要素 と同一の左 方移動を受けていると提案す る。その際、両構文にお ける焦点要素の移動の着地点に
関 しては、Rizzi(1997)の分離cP仮 説を採用 し、両構文 に現れ る焦点要素は、左方移動を受け、cP
内にある機能範疇 、FocusPhraseの指定部を占めると提案す る。 さらに、重名詞句転移構文では、新
情報 を示す重名詞句が 「焦点の話題化(Focus・Topicalization)」(A移動)を受けた後 、重名詞句以外の
旧情報 を示す残余要素がF㏄usPhraseの上位にある別の機能範疇TopicPhraseの指定部へ と 「話題
の話題化(Topic・Topicalization)」(A移動)とい う別の左方移動操作を受 け派生 され ると提案す る。っ
ま り、重名詞句転移構 文は、重名詞句の 「焦点の話題化」 とその移動によ り生 じる痕跡 を含む残余要
素の 「話題の話題化」 とい う2種類の左方移動操作を伴 う複合的な構文であることになる。この提案
により、重名詞句転移構文 と焦点の話題化構文において移動を受ける焦点要素が同一の統語構造上の
位置 を占めるため、両構文にお ける焦点要素は上記の類似点を示す と説明す ることができる。
しか し、重名詞句転移構文に対 し本論 文が提案す る左方A移 動分析では、 「重名詞句は節境界 を越
えて移動 できない」 とい う上方制限(UpwardBoundedness)の事実を説明す ることができない とい う
問題が新 たに生 じて しま う。この問題に対 し、本論文では、Chomsky(2000,2001)のフェイズ(Phase)
に関す る提案 を採用 し、分離CP仮 説 を採用 した際、CP内 にある最上位の機能範疇であるForce
Phraseに加 え、TbpicPhraseもフェイズを形成す ると新たに提案する。 これによ り、従来、右方転
移 に独 自に課せ られた移動の条件を一切仮定す ることな く、すべての移動操作を制限す る一般的な条
件であるフェイ ズ不可侵条件(PhaseImpenetrabilityCondition)の違反 として上方制限に関する事実
を捉えることがで きると論 じる。 これは、生成文法理論が目指す 厂理論 の極小化」 とい う観点か ら、
意義がある提案で ある。
第3章PresentationalTheTeandLocativelnversionConstructionsasRemnantMovement
totheLeftPeriphery
第3章 で は、第2章 で重名 詞句 転移構 文 に対 し提案 した二重左 方移 動 分析 を、別 の焦 点化構文 で あ
る場 所 句 倒 置 構 文(LocativeInversionConstnlctions)と提示 的There構 文(PresentationalThere
Constructions)に拡張 してい く。
本 章 で は、まず 先 行研 究にお いて指摘 され て い る場所 句倒 置構文 と提示 的There構文 に見 られ る類
似 点 と相 違点 を ま とめ る。両構 文 にお け る類 似点 と しては、「両構 文は、断 定的 述部 の補 部 に現れ るこ
とが で き るが 、非 断 定的 述部 の補 部 には現れ る こ とがで きない」点や 、 「両構 文 は、間接 疑問文 の内部
に現れ る こ とが で きな い」点 を指摘 す る。 また、 両構 文 の相 違点 と して は、 「提 示 的There構文 は 、
移 動 に対 す る島 を形成 しな いが、場所 句倒 置構 文 は移 動 に対す る島 を形 成 す る」 な どの事実 を取 り上
げ る。 次 に、本 章 は、 両構 文 を取 り扱 って い る先行研 究 として、Nakajima(1996)、Takahashi(2000)
とNishihara(1999)を概観 す る。Nakajimaは、 両構 文は同一一のTP構 造 を形 成す る と仮 定 し、提示
的There構文 で はThereがTPの 指定部 を占め るが、場所句倒 置構 文 では 、前 置詞 句 がそ の位置 を占
め る と提案 して い る。また、Nakajimaとは異 な り、Takahashiは、両構 文 に対 しCP構 造 を仮 定 し、
提 示 的There構文 で は、ThereがCP領域へ と移動 す るが、場所 句倒 置構 文 で は前置詞 句 がCP領 域
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へ と移動すると分析 している。しか し、両構文に対 し同一の構造を仮定する分析では、「場所句倒置構
文内部からの要素の抜 き出 しは不可能であるが、提示的There構文内部 からの抜 き出 しは可能である」
とい う両構文間の相違点 を捉えることができないとい う問題が生 じる。 このよ うに両構文に対 し同一
.の構造を仮定す る分析 とは異な り、Nishiharaは、場所句倒置構文 と提示的There構文は、異なる構i
造をもつ と分析 してい る。具体的には、Nishiharaは、場所句倒置構文に対 しCP構 造を仮定 し、場
所句倒置構文では前置詞句がCP領 域へと移動すると提案 している。一方、提示的There構文に対 し
てはTP構 造 を仮定 し、提示的There構文におけるThereは、TP内に留まり、CP領域へ と移動 し
ないと分析 している。 このNishiharaの分析では、両構文に観察 され る相違点は説明できるが、 「両
構文 とも、非断定的述部の補部や間接疑問文内に現れ ることができない」 とい う両構文問の類似点を
説明す ることができない。
このよ うな先行研究に内在する問題点を踏まえ、本章では、2章 で行 った重名詞句転移構文の二重
左方移動分析 をもとに、提示的There構文と場所句倒置構文は、重名詞句転移構文 と同 じ、2種類の
左方移動を組み合わせ ることで派生される構文であると提案する。具体的には、Rizziの分離CP仮 説
を採用 し、両構文は、主語名詞句の移動により生 じた痕跡を含む残余要素vPの 焦点の話題化を伴 う
とい う点において共通 しているが、両構文は、話題化を受ける要素の中身 とその話題化が適用 され る
レベルにおいてのみ異な ると論 じる。 このような左方移動分析 に加 え、独立 した動機づけのある仮定
をい くっか採用することにより、先行研究では捉えられなかった両構文における特性が、既存の理論
的枠組 みの中で説明されると論 じる。
第4章CleftSentencesinEnglishandJapanese
第4章 では、第2章 と第3章 において英語の焦点化構文に対 し行ってきた焦点化 と話題化を用いた
左方移動分析を、英語 と日本語における分裂文にも拡張 し、本論文が提案す る二重左方A移 動分析が
通言語学的視点か らも妥当であることを示 していく。
本章では、まず、 日本語 と英語における分裂文の特性を指摘 してい く。次に、 日本語における分裂
文の先行研究 として、HiraiwaandIshihara(2002)の単一節分析 を概観する。HiraiwaandIshihara
は、 日本語にお ける分裂文 と別の焦点化構文である 「のだ」文 との類似点 と相違点をもとに、分裂文
は 「のだ」文から派生 され ると仮定 し、 日本語の分裂文に対 し単一節分析を提案 している。具体的に
は、Rizziの分離cP仮 説を採用 し、分裂文は、「のだ」文における焦点要素が焦点化 を受け、Focus
Phraseの指定部へ と移動 し、その後、主題標識 「は」が後続するFinitenessPhrase全体が話題化を
受 け、FocusPhraseよりも上位 にある機能範疇TbpicPhraseの指定部へ と移動 し、分裂文が派生 さ
れ ると提案 している。
この 日本語 の分裂文に提案 される単一節分析をもとに、本章では、英語における分裂文に も同一の
単一節分析が可能であるとことを示 してい く。本論文では、英語における分裂文は、以下の ように派
生 され ると提案す る。TPの 一ヒには機能範疇FinPがあ り、その主要部は補文標識Thatにより占めら
れてい る。さらに、このFinPよりも上位には別の機能範疇FocusPhraseがあ り、その主要部位置に
連結詞Beが 基底生成 され る。このFocPの指定部へ と、TP内の焦点要素が移動 し、その後、文の旧
情報を示す前提節 と意味的に結び付いた指示代名詞ItがTbpicPhraseの指定部に基底生成 され、分
裂文が派生 され る。
このよ うに、 日本語 の分裂文に対 し提案 された単一節分析 を、英語の分裂文 にも拡張す ることで、
英語の分裂文 もまた単一節構造であるとする統一的分析が可能 となる。 さらに、本章は、本論文で提
案す る英語における分裂文の単一節分析 を支持す る証拠 を取 り上げ、本論文が提案する分析が妥当で
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ある こ とを示 してい く。
第5章Conclu8ion
第5章 では、本博士論文で得 られた成果をま とめ、これまで本論文が提案 してきた左方A移 動分析
により、 ミニマ リス ト・プログラムの精神 に合 った形で、従来別 々に扱われてきた焦点化構文を捉 え
直す ことができ、また、英語 と日本語における焦点化構文に対 し統一的な説明を与えることが可能で
あると主張 した。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
英語には・SV{0)()O(X:副詞的語句)と いう基本語順から、文の新情報である 「焦点」要素を文末に転移
させ、svxe,xVSといった特殊な形式を得る構文がある。従来の生成文法統語論では、 このよ うな構文は、
基本構造か ら焦点要素に対 して右方移動操作を適用することによ り派生され ると分析されてきた。しかし、
右方移動操作を一切認めない生成文法の極小主義理論の もとでは、 この種の構文を、左方移動または移動を
用 いない方法で再分析する必要が生じている。また、これ らの右方転移構文と、同じくSVOの基本語順から
焦点要素の左方A移 動によってOSVの語順を得る 「焦点の話題化構文1や 、It童sOthatSVの語順を得る
「分裂文」な どの左方転移焦点化構文との関係 も、十分に明 らかにされているとは言えない。 このような理
論的背景を踏まえ、本論文は、右方転移または左方転移を伴 う複数の焦点化構文の問の統語的 ・意味的な類
似点と相違点について、先行研究で指摘されている事実を総括 し、新たな事実 も発掘するとともに、これら
の事実に対 して、Rizzi(1997)のf分離CP仮説」に基づ く統一的左方A移 動分析を試みたもので、全編5
章から成る。
第1章 は序論であり、研究の背景 と目的を述べている。
第2章 は、基本語順のSVOXからSVXOという形式を導 く 「重名詞句転移構文(以下、HNPS)」について論 じ
ている。ここでは、「焦点の話題化構文」とHNPSの統語的 ・意味的 ・音韻的共通点を列挙 した上で、HNPSは、
まず、0がCP領域の機能範疇FocusPにA移動し、移動された0の 痕跡を含むIPがFocusPの上位にある機
能範疇TopicPにA移動す るという二段階の左方A移 動操作によって派生されると論じている(以下、「複合
A移動分析」)。また、HNPSには、wh移動などの通常のA移 動と異なり、「節境界を越えて適用できない」という一
般化(いわゆる「上方制限」)が観察されるが、本章では、Chomsky(2000)の「フェイズ不可侵条件(PIC)」を採用し、
「ForcePとTopicPがフェイズ(phase)になる」と提案することにより、従来説明されてこなかったこの一般化のみならず、
その例外とされる事実に対しても、PICに基づく統一的説明を与えている。その論旨の明快さと、この提案によって
説明できる事実の射程の広さは評価に値する。
第3章 は、文の焦点であるS(主語)を 文末に転移 してThereV-PP-Sという形式を得る 「提示的There構
文(以 下、PTC)」と、文の焦点であるSを 文末に転移 し場所句PPを文頭に転移 してPP-V-Sという形式を得
る 陽 所句倒置構文(以下、LIC}」に対 して、3つ の先行研究を説得的に批判し、代案 として、複合A移 動分
析を提案 している。具体的には、両構文は、Sの左方移動 と、移動されたSの 痕跡を含むvPのFocusPへの
A移動(以 上、複合A移 動)に ついては共通し、差異は、PTCではTPに併合された虚辞thereがPF部門で
TopicPに移動するのに対 して、LlcではPPがTPを経由 して統語部門でTopicPに移動するという2点に還元
されると主張することによ り、従来説明されてこなかった両構文の共通性 と相違点の双方を包括的に説明す
ることに成功 している。
第4章 は、複合A移 動分析のもとで、日本語 と英語の 「分裂文」を考察 している。両言語 とも、分裂文の
統語構造については、従来、諸説あるものの定説 となる分析がなかった。この点を概観 した上で、本節では、
まず、日本語の分裂文について、HiraiwaandIshihara(2002)の分析を援用 し、「焦点要素がFocusPに移動
し、その後、焦点要素の痕跡を含むFinitePがToPicPに移動する」という複合A移 動分析を提案 している。
その上で、英語の分裂文につ いては、日本語の分裂文と基本的に同 じ基底構造をもつが、FiniteP(すなわち、
that節)がTopicPに移動する代わ りに、TopicPを占める指示代名詞itとの問で後方照応 に似た意味関係を
満たす(cf.Hedberg(2000))と論 じている。 この提案は、英語のHNPS,PTC,LIC、日英語の分裂文という
5つの異なる焦点化構文に対する統一的な複合A移 動分析 を可能 にするものである。その分析の細部に全く
問題がな いわけではないが、1つ の理論的仮説をそれが関係す るすべての構文に適用 し、その妥当性を論証
しようとする本論に貫かれる姿勢ど 当該の仮説によって説明できる現象の射程の広さは、焦点化構文の事
例研究 としてのみならず、生成文法統語論の進展への寄与という観点か らも、高く評価できる。
第5章 は結論である。
以 上要す るに、本論文は、焦点化 という談話上の機能 と密接に結びついた統語現象を、既存の理論的仮説
を有機的に結びつけて統一的に説明するという統語研究の模範を示 しているだけでなく、統語構造 と情報構
造の関係を探 る上での斬新な視点を提示している点で、言語学および情報科学の発展に寄与するところが少
な くな い。
よって、本論文は博士(情 報科学)の 学位論文として合格 と認める。
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